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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
第
６
波
が

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
第
６
波
が

な
か
な
か
収
束
し
な
い
中
、
当
院
を
利
用
さ
れ

な
か
な
か
収
束
し
な
い
中
、
当
院
を
利
用
さ
れ

る
皆
様
に
は
、
２
年
間
に
渡
り
感
染
拡
大
防
止

る
皆
様
に
は
、
２
年
間
に
渡
り
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
面
会
禁
止
に
ご
理
解
を
頂
き
、
誠
に
有

の
た
め
面
会
禁
止
に
ご
理
解
を
頂
き
、
誠
に
有

難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
期
間
、
ご
家
族
と
会

難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
期
間
、
ご
家
族
と
会

え
ず
、
心
細
い
入
院
生
活
を
送
っ
た
患
者
さ
ん

え
ず
、
心
細
い
入
院
生
活
を
送
っ
た
患
者
さ
ん

も
い
ま
し
た
し
、
重
症
の
コ
ロ
ナ
の
患
者
さ
ん

も
い
ま
し
た
し
、
重
症
の
コ
ロ
ナ
の
患
者
さ
ん

に
至
っ
て
は
、
最
後
の
お
別
れ
も
十
分
に
出
来

に
至
っ
て
は
、
最
後
の
お
別
れ
も
十
分
に
出
来

な
い
ご
家
族
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
医
療

な
い
ご
家
族
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
医
療

者
と
し
て
も
大
変
辛
い
場
面
を
目
の
当
た
り
に

者
と
し
て
も
大
変
辛
い
場
面
を
目
の
当
た
り
に

し
て
き
ま
し
た
。
一
方
で
、
院
内
感
染
は
発
生

し
て
き
ま
し
た
。
一
方
で
、
院
内
感
染
は
発
生

せ
ず
、
診
療
停
止
も
な
く
、
地
域
医
療
を
継
続

せ
ず
、
診
療
停
止
も
な
く
、
地
域
医
療
を
継
続

出
来
て
い
る
の
も
、
皆
様
の
ご
協
力
の
賜
物
と

出
来
て
い
る
の
も
、
皆
様
の
ご
協
力
の
賜
物
と

深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
本
年
か
ら
団
塊
の
世
代
の
方
々
が

ま
た
、
本
年
か
ら
団
塊
の
世
代
の
方
々
が
7575

歳
を
迎
え
始
め
ま
す
。

歳
を
迎
え
始
め
ま
す
。
7575
歳
は
健
康
寿
命
の
節

歳
は
健
康
寿
命
の
節

目
で
あ
り
、
医
療
・
介
護
の
必
要
性
が
増
え
る

目
で
あ
り
、
医
療
・
介
護
の
必
要
性
が
増
え
る

の
で
す
が
、
加
え
て
コ
ロ
ナ
に
よ
る
体
力
低
下
、

の
で
す
が
、
加
え
て
コ
ロ
ナ
に
よ
る
体
力
低
下
、

受
診
控
え
に
よ
る
持
病
の
悪
化
も
見
受
け
ら
れ

受
診
控
え
に
よ
る
持
病
の
悪
化
も
見
受
け
ら
れ

て
、
そ
の
増
加
に
拍
車
が
か
か
る
可
能
性
も
あ

て
、
そ
の
増
加
に
拍
車
が
か
か
る
可
能
性
も
あ

る
と
懸
念
し
て
お
り
ま
す
。

る
と
懸
念
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
令
和
４
年

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
令
和
４
年
44
月月
11

日
付
け
で
公
立
富
岡
総
合
病
院
院
長
を
拝
命
い

日
付
け
で
公
立
富
岡
総
合
病
院
院
長
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
。

た
し
ま
し
た
。

当
院
の
目
的
は
、
西
毛
地
区
唯
一
の
総
合
病

当
院
の
目
的
は
、
西
毛
地
区
唯
一
の
総
合
病

院
と
し
て
「
地
域
医
療
を
守
る
こ
と
」
で
あ
り
、

院
と
し
て
「
地
域
医
療
を
守
る
こ
と
」
で
あ
り
、

こ
れ
か
ら
も
取
り
組
む
こ
と
は
沢
山
あ
る
と
身

こ
れ
か
ら
も
取
り
組
む
こ
と
は
沢
山
あ
る
と
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

救
急
・
急
性
期
医
療
を
保
つ
こ
と
、
周
産
期
・

救
急
・
急
性
期
医
療
を
保
つ
こ
と
、
周
産
期
・

小
児
医
療
も
保
つ
こ
と
、
が
ん
診
療
体
制
を
充

小
児
医
療
も
保
つ
こ
と
、
が
ん
診
療
体
制
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
、
災
害
医
療
に
備
え
る
こ
と
で

実
さ
せ
る
こ
と
、
災
害
医
療
に
備
え
る
こ
と
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

あ
る
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
富
岡
甘
楽
医
療
圏
で
は
、
一
足
早
く

ま
た
、
富
岡
甘
楽
医
療
圏
で
は
、
一
足
早
く

少
子
高
齢
化
の
波
が
到
来
し
て
い
ま
す
。
高
齢

少
子
高
齢
化
の
波
が
到
来
し
て
い
ま
す
。
高
齢

者
医
療
・
ケ
ア
の
た
め
一
層
の
地
域
連
携
を
充

者
医
療
・
ケ
ア
の
た
め
一
層
の
地
域
連
携
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
加
え
て
、
今
後

実
さ
せ
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
加
え
て
、
今
後

の
新
興
感
染
症
等
の
感
染
拡
大
時
に
備
え
、
平

の
新
興
感
染
症
等
の
感
染
拡
大
時
に
備
え
、
平

時
か
ら
の
関
連
機
関
と
の
連
携
も
新
た
な
課
題

時
か
ら
の
関
連
機
関
と
の
連
携
も
新
た
な
課
題

で
す
。

で
す
。

医
療
・
介
護
に
と
っ
て
は
、
大
き
な
転
換
期

医
療
・
介
護
に
と
っ
て
は
、
大
き
な
転
換
期

に
入
り
ま
す
。
生
ま
れ
て
か
ら
看
取
り
ま
で
、

に
入
り
ま
す
。
生
ま
れ
て
か
ら
看
取
り
ま
で
、

質
の
高
い
医
療
・
ケ
ア
の
提
供
を
通
し
て
、
こ

質
の
高
い
医
療
・
ケ
ア
の
提
供
を
通
し
て
、
こ

れ
か
ら
の
時
代
の
流
れ
に
お
け
る
変
化
に
即
し

れ
か
ら
の
時
代
の
流
れ
に
お
け
る
変
化
に
即
し

た
地
域
完
結
型
医
療
を
目
指
し
、
力
を
尽
く
し

た
地
域
完
結
型
医
療
を
目
指
し
、
力
を
尽
く
し

て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 公立富岡総合病院

院長　宮崎 増美

院
長
就
任
あ
い
さ
つ

運営の
基本方針

理　念

1.	 一人一人の人権と尊厳を尊重し、質の高い医療提供に努めます。
2.	 地域医療の中核として、関係機関との連携を図り、地元のニーズに応えます。
3.	 富岡地域医療企業団として、高い公共性と倫理性に基づいた事業運営に努めます。
4.	 全職員が、生きがい、やりがいを感じられる職場作りに努めます。
5.	 企業団として地域医療構想に対応します。	 2019.04改

患者中心の医療

病院の理念と基本方針

1.	 診断、治療、予後について、十分な説明のもとで納得のいく医療を受けられます。
2.	 納得のいく医療を受けるために、主治医以外の医師や医療スタッフの意見
	 (院内、院外セカンドオピニオン)を聞くための情報提供を受けられます。
3.	 検査や治療を始める前に、同意に必要な情報提供を受けられます。
4.	 十分な説明後、希望しない検査や治療は断ることができます。
5.	 診療に関する記録は、開示を求めることができます。	 2019.04改

患者の権利

日
本
で
は
こ
れ
ま
で
に

4
，
9
9
4
，
3
8
7
人
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
診
断

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
人
口
の
約

4
%
に
相
当
し
ま
す
（
2
0
2
2

年
3
月
1
日
時
点
）
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
診
断
す

る
た
め
の
検
査
に
は
、
核
酸
増

幅
検
査
（
P
C
R
法
な
ど
）
、
抗

原
検
査
な
ど
が
あ
り
、
い
ず
れ

も
被
験
者
の
体
内
に
ウ
イ
ル
ス

が
存
在
し
、
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し

て
い
る
か
を
調
べ
る
検
査
で
す
。

核
酸
増
幅
検
査
は
ウ
イ
ル
ス
の

遺
伝
子
を
検
出
し
、
抗
原
検
査

は
免
疫
反
応
を
引
き
起
こ
す
ウ

イ
ル
ス
抗
原
の
タ
ン
パ
ク
質
を

検
出
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
検
査

は
現
在
感
染
し
て
い
る
か
を
確

認
す
る
た
め
の
検
査
で
す
。
一
方
、

抗
体
検
査
は
免
疫
反
応
に
よ
っ

て
体
内
で
生
成
さ
れ
た
抗
体
を

検
出
す
る
の
で
、
過
去
に
感
染

し
た
こ
と
が
あ
る
か
を
確
認
す

る
た
め
の
検
査
で
す
。
患
者
さ
ん

の
現
在
の
症
状
に
合
っ
た
適
切

な
検
査
を
選
択
す
る
こ
と
が
診

断
上
非
常
に
重
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
当
院
で
は
こ
れ
ら
の
検
査

を
対
象
に
よ
っ
て
使
い
分
け
て
い

ま
す
。
ま
た
、
核
酸
増
幅
検
査
や

抗
原
検
査
に
使
用
す
る
鼻
咽
頭

ぬ
ぐ
い
液
の
検
体
採
取
は
、
主
に

看
護
師
と
臨
床
検
査
技
師
が
ド

ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
形
式
で
行
っ
て
お

り
ま
す
。

体
が
だ
る
い
、
熱
が
あ
る
、
喉

に
違
和
感
が
あ
る
な
ど
少
し
で

も
体
調
が
悪
け
れ
ば
外
出
を
控

え
る
と
と
も
に
、
積
極
的
に
受

診
し
、
検
査
を
受
け
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
は
身
近
な

医
療
機
関
に
電
話
で
相
談
し
、

も
し
相
談
先
に
迷
う
場
合
は
、

受
診
·
相
談
セ
ン
タ
ー
に
問
い
合

わ
せ
し
、
医
師
の
指
示
に
従
っ
て

検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

現
在
流
行
中
の
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
に
つ
い
て
は
感
染
拡
大
の
速

度
が
非
常
に
速
く
、
全
国
的
に

新
規
感
染
者
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
な
ど
の

変
異
株
に
対
し
て
も
「
マ
ス
ク

の
着
用
」
や
「
手
洗
い
」
、
「
3

密
（
密
接
·
密
集
·
密
閉
）
の
回

避
」
、
「
換
気
」
な
ど
と
い
っ
た

基
本
的
な
感
染
対
策
は
有
効
で

す
。
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
か
ら

と
い
っ
て
基
本
的
な
感
染
対
策

を
怠
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
一
人

一
人
の
行
動
が
感
染
拡
大
防
止

に
繋
が
り
ま
す
の
で
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
後
も
引
き
続
き
感
染
対
策

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

I
C
T
（
臨
床
検
査
技
師
　
清
水
美
里
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
検
査
に
つ
い
て
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サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
方

①
65
歳
以
上
の
方
（
第
1
号
被
保
険
者
）
で
、

要
介
護
状
態
、
要
支
援
状
態
の
方

②
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
医
療
保
険
に
加
入

し
て
い
る
方
（
第
2
号
被
保
険
者
）
で
、
特

定
疾
患
（
制
度
上
指
定
さ
れ
た
疾
患
）
が
原

因
で
介
護
状
態
や
要
支
援
状
態
に
な
っ
た
方

利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
例

（
利
用
出
来
る
サ
ー
ビ
ス
は
要
介
護
、
要
支

援
認
定
に
よ
っ
て
も
異
な
り
ま
す
。
）

●
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
…
ヘ
ル
パ
ー
が
身
の
回

り
の
生
活
支
援
を
行
う
訪
問
介
護
、
看
護
師

介
護
保
険
に
つ
い
て

が
訪
問
し
て
療
養
上
の
世
話
や
診
療
の
補
助

を
行
う
訪
問
看
護
、
自
宅
に
訪
問
し
て
リ
ハ

ビ
リ
を
受
け
る
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

な
ど

●
通
所
系
サ
ー
ビ
ス
…
日
中
事
業
所
に
通
っ

て
食
事
や
入
浴
な
ど
の
介
護
を
受
け
る
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
、
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
る
デ
イ
ケ
ア

な
ど

●
宿
泊
系
サ
ー
ビ
ス
…
短
期
間
宿
泊
し
、
介

護
ケ
ア
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ

●
そ
の
他
…
車
い
す
や
介
護
用
ベ
ッ
ド
、
手

す
り
な
ど
日
常
生
活
の
自
立
を
助
け
る
た
め

の
福
祉
用
具
レ
ン
タ
ル
、
レ
ン
タ
ル
に
む
か

な
い
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
な
ど
の
購
入
費
を

補
助
す
る
特
定
福
祉
用
具
販
売
、
環
境
を
整

え
る
た
め
小
規
模
な
住
宅
改
修
費
の
補
助
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　

下
記
は
介
護
保
険
を
利
用
し
な
が
ら
自
宅

で
過
ご
し
て
い
る
Ａ
さ
ん
の
例
で
す
。
サ
ー

ビ
ス
を
上
手
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
自

宅
で
過
ご
し
た
い
と
い
う
誰
も
が
も
つ
思

い
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
家
に
帰
れ
な
い
?　

そ
れ
は
な
ぜ
で

し
ょ
う
か
。
誰
に
と
っ
て
何
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
こ
と
で
そ
の
課
題
を
解
決
す
る
方
法
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
し
生
活
面
で
お
困

り
ご
と
の
あ
る
方
は
、
利
用
を
検
討
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
ナ
イ
ト
ス
ク
ー
ル
を

休
止
し
て
い
ま
す
が
、予
定
し
て
い
た
講
義
内
容
の
一
部
を
お
届
け
し
ま
す
。

【要介護３　Ａさんの１週間】
月 火 水 木 金 土 日 その他

デイサービス
配食サービス

デイサービス
配食サービス

デイサービス
配食サービス

家族が訪問
ベッド
車椅子

レンタルヘルパー ヘルパー ヘルパー

＊配食サービスは介護保険の制度ではありません。　

健診センターからのお知らせ

2022年４月から、これまで数多くの方にご利用いただいた日帰りドックを大きくバージョンアップさせた、
「日帰りドックプラス」という新コースをはじめます。より充実した新しい日帰りドックを簡単にご紹介します。

No1.日帰りドックプラスのご紹介

８：００	 受付・着替え・採尿

８：３０	 【午前の健診】

	 胸部Ｘ線撮影、血圧測定、採血、視力・眼圧検査、心電図、身長体重測定、眼底撮影、聴力検査、

	 婦人科診察（女性のみオプション）、腹部エコー検査、甲状腺エコー検査、胃カメラ検査

	 ※採血検査には、腫瘍マーカー（消化器系がん、肺がん、前立腺がん（男性のみ）、

	 　卵巣がん（女性のみ））も含まれております。

１２：００	【昼食】

	 お弁当をご用意いたします。

１３：００	【午後の健診】

	 内科診察、肺ＣＴ検査、骨密度検査、マンモグラフィ検査（女性のみオプション）

１５：００	 すべての検査が済み次第ご帰宅となります。

●通常の日帰りドック　４０，７００円（税込み）

●日帰りドックプラス　６０，５００円（税込み）
昼食、胃カメラ、甲状腺エコー検査、肺ＣＴ検査、骨密度検査、

腫瘍マーカー（５種類）が、コースに含まれていますので、かなりおトクです！

お問い合わせは　公立富岡総合病院　健診センターまで

「日帰りドックプラス」の料金

「日帰りドックプラス」の流れ

２０２３年１月１日～３月３１日の期間において、健診センターの改修工事を

実施することとなり、この間、健診センターは完全休診となります。

そのため、２０２２年４月～１２月は大変混雑が予想されますので、日程変更等も応
じられない可能性がございます。
例年よりもお早めの受診をお勧めいたします。
ご迷惑おかけいたしますが、ご理解ご協力のほどお願いいたします。

No ２．改修工事のお知らせ

サービスを利用するには、
介護保険の要介護・要支援認定を

受ける必要があります。 
窓口は住民票のある市町村役場です。

まずは窓口にてご相談ください。
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※午後の外来は火曜日、木曜日の皮膚科以外は原則予約制です。　　

耳鼻科
午前

午後

午後

松井 / 清水
（10:30～1人病棟回診）

松井 / 清水
（10:30～1人病棟回診）

松井 / 清水
（10:30～1人病棟回診）

松井 / 清水
（10:30～1人病棟回診）

（特殊外来）（手術） （予約検査・外来手術） （手術） （特殊外来）

外科
午前

午後

佐藤
（乳腺）五十嵐

（初診）池田
（一般・血管/1･3週）＊尾形

井上
（乳腺）五十嵐
（筋膜リリース）門脇

門脇 佐藤 / 池田

（HPN・ストマ・緩和ケア）佐藤

0274-63-2111
金曜日木曜日水曜日火曜日月曜日診療科

内科

時間

午前

午後

消化器科

循環器科

午前

午後

公立富岡総合病院
富岡地域医療企業団 外来担当医表 令和4年度版

4月1日現在 

＊＝非常勤医師

診療受付時間 ： 午前8時30分～11時（土日祝を除く）

（内分泌・DM）登内
（呼吸器）石塚
（初診）＊茂木（永井）
（再診）飯塚

午前

午後

（初診）石窪
杉戸

（初診）金子

＊瀬田
＊（第2週）高間

金井 / 金子 （初診）杉戸
＊金古

石窪
（初診）金井

小児科
午前

午後

小須田 / 井上 小須田 / 小板橋
（心臓）小須田（乳健2ヶ月～）各担当医

（予防接種）井上 / 各担当医
（喘息）井上 （1ヶ月乳児健診）小須田/小板橋

井上 / 小板橋 小須田 / 井上

（消化器/2・4週）＊五十嵐

小須田 / 小板橋

泌尿器科
午前

午後

（予約）田中
（予約〈初診〉）塩野

（予約）町田
（予約〈初診〉）田中

（予約）田中
（予約・カテ交換）町田

（予約・CAPD/15：30～）大山 （予約・排尿機能）塩野

（予約）大澤
（予約〈初診〉）小南

（予約）大山
（予約〈初診〉）大澤

（予約）塩野
（予約〈初診〉）大山

整形外科 午前

（脊椎）松原 / 原
萩原

（脊椎）原
（1・3週）萩原
（2・4週）鈴木
九嶋

心療内科
午前

午後

横川 横川 横川 横川

（施設往診） （予約）横川

皮膚科
午前

午後

渡辺 （1･3･5週）＊群大（予約制）
（2･4週）渡辺

渡辺 渡辺 渡辺

（15:00～）渡辺 手術

＊中田

（褥瘡回診）

眼科
午前

午後 （予約検査・治療）（手術） （予約検査・治療） （手術） （予約検査・治療）

脳神経外科 午前 寺崎 三隅 三隅 寺崎

歯科・
口腔外科

午前 （手術） 
＊齋藤

（外来手術・口腔ケア） （外来手術・口腔ケア） （手術） （外来手術・口腔ケア） （外来手術・口腔ケア）

病理診断科

麻酔科 - （13：00～15：00）
宮崎 or 澤野 or 村田 or 濱野

産婦人科

午前

午後

五十嵐 / 鹿沼 / 井上 五十嵐 / 鹿沼 / 岩宗

（手術）
（産後フォローアップ外来）
岩宗

（手術） （産後フォローアップ外来）
岩宗

（産後1ヶ月健診）

（肝臓）齋藤（秀）
（肝臓/2・4・5週）＊高崎総合

画像
診断

治療

午前

午後

午前

午後

午前

午後

平戸平戸 ＊佐々木 平戸

平戸平戸 平戸

平戸

平戸

岡内 / 倉林

岡内 / 倉林 / 松田 岡内 / 松田 岡内 / 倉林 / 松田 岡内 / 倉林 / 松田 /＊前原

岡内 / 倉林 / 松田 岡内 / 倉林 / 松田

＊小林

齊藤 齊藤

（内分泌・DM）永井
（呼吸器）原田
（初診）＊茂木（登内）

（内分泌・DM）永井
（呼吸器）石塚
（初診）原田
（腎臓）＊高橋哲
（腎臓/2・4週）＊竹内

神経内科 -

（血液）＊群大
（再診/第3週）飯塚
（禁煙/15：00～16：00）飯塚
（腎臓）＊高橋哲
（腎臓/2・4週）＊竹内

（内分泌・DM）登内 
（内分泌・DM/隔週） ＊髙橋健
（呼吸器）原田
（初診）笛木    

（内分泌・DM）永井
（呼吸器）笛木
（初診/隔週）石塚/＊神戸

五十嵐 / 鹿沼 / 岩宗

＊中村（再診）

斎藤（豊）
（初診）岩本

岩本
（初診）斎藤（豊）

（肝臓）齋藤（秀）
（初診）若城

（初診）齋藤（秀）
若城

岩本
（初診）斎藤（豊）/若城（隔週交代）

（産後フォローアップ外来）

鹿沼

小林 / 坂田 小林 / 坂田 小林 / 坂田 小林 / 坂田 小林 / 坂田

松井 / 清水
（10:30～1人病棟回診）

佐々木 / 金井 佐々木 / 金井

岡内 / 倉林 / 松田
倉林 / 松田 /＊橋詰
（RI）＊樋口

齊藤 齊藤 / ＊弓崎

齊藤

齊藤齊藤 / ＊関口

岡内 / 松田
（IVR）＊宮崎

横川 / ＊井上

（予約）＊井上

五十嵐 / 岩宗

佐々木 / 金井 佐々木 / 金井

（リウマチ）＊小林
（膝）小野
（股）鈴木
九嶋

（膝）小野
萩原 / 川上

（1・3週）＊小林
（足/2・4・5週）＊日尾
（脊椎）松原
（股）鈴木
川上

放
射
線
科

（15:00～）渡辺

＊塩井齊藤

私
た
ち
薬
剤
部
は
、
富
岡
総
合
病
院
・
七
日

市
病
院
総
勢
27
人
の
薬
剤
師
と
5
人
の
事
務
職

員
で
、安
心
し
て
お
薬
を
服
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
様
々
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

病
棟
薬
剤
師
の
業
務

病
棟
に
赴
き
、
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
で
薬
の
説
明

や
持
ち
込
み
薬
の
確
認
、
医
師
へ
の
処
方
提
案

な
ど
薬
物
治
療
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
群

馬
県
内
の
公
立
病
院
の
中
で
は
一
早
く
こ
の
取

り
組
み
を
始
め
、
薬

剤
師
が
病
棟
に
常
駐

し
て
25
年
経
ち
ま
す
。

入
院
の
際
は
、
気
軽

に
お
声
か
け
く
だ
さ

い
。
薬
に
対
す
る
不
安

や
疑
問
を
解
決
し
ま

し
ょ
う
。

調
剤
室
業
務

処
方
さ
れ
た
薬
を
調
剤
す
る
他
、
厳
密
な
プ

ロ
ト
コ
ル
の
も
と
で
市
販
さ
れ
て
い
な
い
薬
の
院

内
製
剤
も
行
っ
て
い
ま
す
。
調
剤
は
ピ
ッ
キ
ン
グ

支
援
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
、
薬
剤
の
取
り
間
違
い

対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
窓
口
で
は
、
手

術
に
影
響
が
あ
る
薬

や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
類

の
使
用
に
つ
い
て
確
認

を
行
い
ま
す
。
手
術
前

に
的
確
に
薬
剤
の
把

握
・
中
止
・
変
更
を
行

シリーズ職場紹介

薬剤部

う
こ
と
で
、
手
術
中
の
出
血
や
血
圧
低
下
等
の

リ
ス
ク
を
軽
減
し
ま
す
。

無
菌
製
剤
業
務

無
菌
製
剤
室
で
は
抗
が
ん
剤
を
薬
剤
師
が
無

菌
的
に
調
製
し
て
い
ま
す
。
が
ん
化
学
療
法
を

安
全
に
受
け
て
い
た
だ
く
た
め
、
抗
が
ん
剤
の
投

与
計
画
の
作
成
へ
の
参
画
や
プ
ロ
ト
コ
ル
の
確

認
、
投
与
量
・
投
与
間
隔
な
ど
厳
密
な
チ
ェ
ッ
ク

を
行
っ
て
調
製
し
ま
す
。

ま
た
、
抗
が
ん
剤
の
予

測
さ
れ
る
副
作
用
と

予
防
方
法
に
つ
い
て
薬

剤
師
が
看
護
師
と
連

携
し
て
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
。

医
薬
品
情
報
管
理
業
務

毎
年
、
新
し
い
医
薬
品
が
続
々
と
発
売
さ
れ

て
い
ま
す
。
医
薬
品
を
適
正
に
使
用
す
る
た
め
、

情
報
を
収
集
・
評
価
・
管
理
し
、そ
の
情
報
を
医

師
な
ど
医
療
従
事
者
や
患
者
さ
ん
に
提
供
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
医
薬
品
の
副
作
用
に
つ
い
て
の

情
報
収
集
と
厚
生
労
働
省
へ
の
報
告
も
行
い
ま

す
。

チ
ー
ム
医
療

感
染
制
御
チ
ー
ム
、

栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
、

緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
な
ど

の
一
員
と
し
て
活
躍
し

て
い
ま
す
。

…
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
治
療
で
力
を
発
揮
…

抗
菌
薬
適
正
使
用
支
援
チ
ー
ム
A
S
T
は
、

細
菌
検
査
の
デ
ー
タ
や
感
染
部
位
の
情
報
か
ら

最
適
な
抗
菌
薬
を
選
び
出
し
、
薬
剤
師
か
ら
処

方
を
提
案
し
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
治

療
で
は
、
最
新
の
治
療
方
法
の
情
報
収
集
や
適

切
な
薬
剤
の
確
保
な
ど
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。
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ン
ト
ロ
ー
ル
が
悪
化
し
て
し
ま
う
と
合
併
症
の
発

症
や
、
進
行
す
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
適
切
な
受
診

間
隔
、
受
診
方
法
を
主
治
医
と
相
談
し
、
食
事
療

法
、
運
動
療
法
、
薬
物
療
法
を
中
断
し
な
い
様
に

し
ま
し
ょ
う
。

桜
の
素
敵
な
季
節
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ

ん
お
元
気
で
す
か
。
私
た
ち
七
日
市
病
院
外
来
ス

タ
ッ
フ
は
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
笑
顔
で
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
一
般
内
科
な
ど
落
ち
着
い
て

い
る
患
者
さ
ん
は
電
話
受
診
が
可
能
で
す
が
、
糖

尿
病
外
来
に
通
院
し
て
い
る
患
者
さ
ん
は
検
査

が
必
要
な
方
が
多
い
た
め
受
診
が
必
須
と
な
り

ま
す
。

当
院
で
は
受
診
後
、
採
血
、
体
重
測
定
、
栄
養

指
導
、
自
己
注
射
指
導
な
ど
行
っ
て
い
て
、
担
当

看
護
師
が
本
日
ま
で
の
生
活
状
況
を
伺
い
ま
す
。

当
外
来
に
、
群
馬
県
糖
尿
病
療
養
指
導
士
が

２
名
在
籍
し
て
お
り
、
よ
り
専
門
的
な
サ
ポ
ー
ト

が
出
来
る
様
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

最
近
は
自
然
災
害
も
多
く
、
い
ざ
と
言
う
時

に
備
え
内
服
薬
や
注
射
名
な
ど
覚
え
て
頂
き
た

い
と
思
い
、
診
察
ま
で
の
待
ち
時
間
で
確
認
し
て

い
ま
す
。
患
者
さ
ん
か
ら
は
「
抜
き
打
ち
テ
ス
ト

か
い
」
と
言
わ
れ
る
事
も
あ
り
ま
す
が
、
災
害
時

に
備
え
て
お
聞
き
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
ご
理
解

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

薬
の
名
前
を
覚
え
る
事
は
至
難
の
業
で
す
。
患

者
さ
ん
は
お
薬
手
帳
を
携
帯
す
る
こ
と
や
、
携
帯

電
話
で
薬
の
写
真
を
撮
る
な
ど
工
夫
し
て
い
た

だ
き
、
い
ざ
と
言
う
時
に
困
ら
な
い
様
に
ア
ド
バ

イ
ス
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
改
善
出
来
る
事
は
積
極
的
に
患
者
さ

ん
と
相
談
し
、
医
師
や
薬
剤
師
、
管
理
栄
養
士
と

連
携
し
サ
ポ
ー
ト
し
て
行
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。コ

ロ
ナ
禍
で
人
と
の
接
触
を
避
け
た
い
た
め
通

院
を
控
え
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
糖
尿
病
の
治

療
は
継
続
す
る
事
が
何
よ
り
大
切
で
す
。
血
糖
コ

看
護
部
　
看
護
師
　
赤
尾 
秀
子

糖
尿
病
外
来
の
取
り
組
み
　
―
災
害
時
に
備
え
て
―

より良い
糖尿病治療

シリーズ

皆
さ
ん
は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
と
聞
く
と
ど
ん
な
こ
と
を

イ
メ
ー
ジ
す
る
で
し
ょ
う
か
。
ス

ポ
ー
ツ
選
手
な
ど
が
怪
我
を
し
て

競
技
に
復
帰
す
る
際
に
「
過
酷
な

リ
ハ
ビ
リ
を
乗
り
越
え
て
・
・
」

な
ど
と
報
じ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

「
き
つ
い
」
、
「
大
変
」
、
「
痛

い
」
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
確
か
に
競
技
復
帰
を
目
指
す

一
流
ア
ス
リ
ー
ト
の
リ
ハ
ビ
リ
は

過
酷
な
面
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
私
た
ち
は
患
者
さ
ん
の
そ
れ

ぞ
れ
あ
る
希
望
や
目
的
を
ふ
ま

え
て
社
会
復
帰
の
お
手
伝
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
は
多
職
種
が
連
携

し
て
患
者
さ
ん
の
機
能
回
復
を

目
指
し
て
介
入
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
中
の
一
つ
に
我
々
理
学
療
法

士
が
担
う
理
学
療
法
が
あ
り
ま

す
。
理
学
療
法
で
は
主
に
身
体
機

能
の
改
善
を
図
り
、
運
動
療
法
や

物
理
療
法
な
ど
の
手
段
を
用
い

て
起
き
上
が
る
・
立
ち
上
が
る
・

歩
く
な
ど
の
基
本
的
な
動
作
の

練
習
を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

当
院
で
従
事
し
て
い
る
業
務

は
、
一
般
病
棟
や
地
域
包
括
ケ
ア

病
棟
、
回
復
期
リ
ハ
病
棟
で
の
勤

務
、
在
宅
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
で

の
訪
問
業
務
が
あ
り
ま
す
。
回
復

期
リ
ハ
病
棟
で
は
、
医
師
を
は
じ

め
と
す
る
様
々
な
職
種
が
チ
ー
ム

と
し
て
患
者
さ
ん
の
機
能
回
復

を
目
指
し
て
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
再
び
生
活
で
き
る
よ
う
に
お

手
伝
い
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

家
屋
状
況
に
よ
っ
て
改
修
案
な
ど

を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
臨
床
業
務
が
主
な
も

の
に
な
り
ま
す
が
、
環
境
調
整
も

含
め
て
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
患

者
さ
ん
に
寄
り
添
い
、
地
域
の
皆

さ
ん
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
励
ん

で
い
ま
す
。

回復期リハビリテーション係　係長　高橋 茂

理学療法士のしごと
仕事紹介

Job introduction

Na
no

ka
ichi
 Hospital News

Nanokaichi Hospital N
ew

s

七日市病院
ニュース

リハビリテーション技術科の紹介
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チーム活動

退院支援チーム

年
開
催
し
た
群
馬
県
介
護
支
援
専
門
員
協

会
富
岡
・
甘
楽
支
部
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
職
員
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
こ
の

時
の
対
応
に
つ
い
て
討
議
し
ま
し
た
。
災

害
時
の
避
難
支
援
等
を
実
効
性
の
あ
る
も

の
に
す
る
た
め
個
別
避
難
計
画
が
有
効
と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
作
成
率
が
今
ひ
と
つ

上
が
っ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
、

そ
の
後
、ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
有
志
や
市
の

危
機
管
理
部
門
の
職
員
と
共
に
情
報
共
有

の
場
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

今
後
、い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害

に
地
域
で
立
ち
向
か
え
る
よ
う
、
所
属
機

関
や
職
種
の
垣
根
を
超
え
た
連
携
で
討
議

と
検
証
を
重
ね
て
支
え
と
な
る
根
を
増
や

し
て
参
り
ま
す
。

ま
し
た
。そ
の
中
に
医
療
機
器
を
装
着
し

た
患
者
さ
ん
が
い
て
、
福
祉
避
難
所
を
紹

介
し
た
も
の
の
大
雨
で
搬
送
手
段
を
見
つ

け
ら
れ
ず
、
不
安
を
抱
え
た
ま
ま
家
で
過

ご
さ
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
や
障
害
者
ら「
避
難
行
動
要
支

援
者
」ご
と
に
抱
え
る
問
題
は
違
っ
て
、避

難
に
配
慮
と
工
夫
が
必
要
で
す
。
東
日
本

大
震
災
後
、災
害
対
策
基
本
法
が
改
正
さ

れ
る
な
ど
体
制
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
皆
が
資
源
を
ス
ム
ー
ズ
に
利
用

で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。差
し
迫
っ
た
状

況
で
支
援
が
滞
っ
て
し
ま
う
時
こ
そ
、
情

報
を
集
め
知
恵
を
出
し
合
い
状
況
を
打
破

で
き
る
協
力
関
係
を
持
っ
て
お
く
こ
と
が

真
の
地
域
力
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
１
年
出
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
去

こ
の
時
期
は
、
東
日
本
大
震
災
の
記
録

を
報
道
で
目
に
す
る
機
会
も
多
く
、そ
の

度
に
災
害
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

当
時
、私
は
群
馬
県
の
医
療
救
護
班
と
し

て
宮
城
県
の
南
三
陸
町
に
派
遣
さ
れ
、
未

曽
有
の
状
況
を
目
の
当
た
り
に
し
た
の
で
、

蘇
る
記
憶
に
映
像
を
重
ね
て
は
災
害
の
怖

さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
は
令
和
元
年

の
台
風
19
号
で
し
ょ
う
か
。こ
こ
富
岡
市

に
お
い
て
も
死
者
3
名
、建
物
被
害
44
棟
、

浸
水
被
害
27
棟
の
被
害
が
出
て
一
時
的
な

滞
在
を
含
め
１
６
，４
１
７
人
が
避
難
し

ま
し
た
。こ
の
日
、私
は
病
院
に
詰
め
て
患

者
さ
ん
や
建
物
に
影
響
が
な
い
か
警
戒
し

て
い
ま
し
た
が
、
医
療
相
談
員
と
い
う
仕

事
柄
、
在
宅
の
患
者
さ
ん
が
気
掛
か
り
で

訪
問
看
護
師
に
連
絡
を
取
る
こ
と
も
あ
り

有
事
に
備
え
た
連
携

有
事
に
備
え
た
連
携

　
　
―
災
害
の
勉
強
会
を
通
じ
て
地
域
と
つ
な
が
る

災
害
の
勉
強
会
を
通
じ
て
地
域
と
つ
な
が
る
―

公
立
富
岡
総
合
病
院
患
者
支
援
サ
ー
ビ
ス
課
患
者
支
援
係
　
係
長
　
佐
俣 

雅
和

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
　
社
会
福
祉
士
　
介
護
支
援
専
門
員

日
本
D
M
A
T	

（
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
員
）

ぐ
ん
ま
D
W
A
T	 （
群
馬
県
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
員
）

当院では、患者さんやご家族が退院後も住み慣れた地域で安心して生活できるよう、自宅

での医療処置や介助方法の指導、退院後の生活に必要な医療・介護サービスの調整機能の充

実を目的に、退院支援に関する院内チーム（退院支援チーム）を設置しています。

退院支援に携わる医療ソーシャルワーカーと各病棟、外来、訪問看護ステーションの看護

師（リンクナース）がチームを編成し活動しています。

活動内容としては、退院後に家庭での医療処置が必要になる方への指導用パンフレットの

作成や退院支援に関する研修会の開催、病状や生活背景で退院準備に課題がある方に関して

支援の方法を検討するなどし、退院支援の充実を図るために活動しています。

また、退院支援にあたっては地域との連携が重要となります。退院後に利用される医療・

介護施設、ケアマネジャーの方へ患者さんのご様子が正確に伝わるよう、申し送り書類の定

期的な見直しや、情報発信・広報に関する活動として当企業団ニュース「お元気ですか？」

の内容もチーム内で検討しております。

退院支援チームが活動することで、各病棟や外来、訪問看護の間で退院支援に関する情報

交換、意識共有が図れています。

病気や怪我で入退院されることは、人生において大変大きな出来事であると思います。退

院された後も地域で安心して生活いただくための支援が少しでも充実するよう、活動を続け

て参ります。
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●遅延なくお支払いいただければ、患者情報が株式会社イントラストへ提供されることはありません。
●万一、入院患者さんが当院に対してお支払いを延滞した場合、患者さんに代わり株式会社イントラ
　ストが保証限度額を上限に入院費用を立替払いします。ただし、立替払いした入院費用については
　株式会社イントラストが入院患者さんへご請求いたします。 

公立富岡総合病院

公立七日市病院

当企業団は、２０２２年2月1日より、患者サービスとして入院時の連帯保証人代行制度を導入しました。
㈱イントラストが連帯保証人となりますので、個人で連帯保証人を用意していただく必要はありません。

富岡地域医療企業団 公立富岡総合病院・公立七日市病院 地域医療連携だより

富岡地域医療企業団　公立富岡総合病院
〒370-2393 群馬県富岡市富岡2073-1
TEL.0274-63-2111
FAX.0274-64-1406
http://www.tomioka-hosp.jp
tomihp@mail.gunma.med.or.jp

富岡地域医療企業団　公立七日市病院
〒370-2343 群馬県富岡市七日市643
TEL.0274-62-5100
FAX.0274-62-5211
http://www.nano-hosp.jp/
nanobyin@nano-hosp.jp

発 行

入院時連帯保証人代行制度を導入しました


